
　水道は暮らしを守る重要なライフラインです。

　三木市では、給水開始から５０数年が経過し、老朽管の更新や水道施設の耐震化に

取り組んでいますが、人口減少などにより、皆様からいただく水道料金は、減少する

傾向が続いています。

　厳しい状況ですが、水道事業者の最も重要な使命である「安心しておいしく飲める

水道水を、いつでも安定してお届けする」ために、引き続き効率・効果的な経営を行

っていきます。

　

※不足額は現金支出を伴わない減価償却費や営業による利益などで補います。

平成２９年度水道事業予算のあらまし

収入 

18億692万円 

水道料金 

14億7,846万円 

その他 

3億2,846万円 

支出 

16億8,934万円 

水をつくるための経費 

(受水費除く) 

2億3,294万円 

受水費 

(県水の購入費) 

5億7,356万円 

使用量の検針や徴収に係る経費 

1億1,867万円 

施設の 

減価償却費など 

5億4,154万円 

家庭に水を送るための経費 

1億4,003万円 

管理運営に係る経費 

7,159万円 

その他 

1,101万円 

黒字額 

1億1,758万円 

収入 

1億3,508万円 

不足額(※) 

6億4,044万円 

工事負担金 

3,733万円 

基金運営に伴う収入 

1,275万円 

長期貸付金償還金 

8,500万円 

支出 

7億7,552万円 

施設の建設改良などの経費 

7億3,277万円 

基金運営に伴う支出 

1,275万円 

予備費 

3,000万円 

経営活動に伴う収入と支出（損益収支のため消費税等抜き表示） 

施設整備に要する収入と支出（資本収支のため消費税等込み表示） 


